








 

本研究班員および関連施設の協力を得て,昨年に引き続き,小児の腎不全の疫学調査の結果,

今年度は追加分を含めた性別の集計(計 307 例)を行った。また症例の身長の遅れ(昭和 59

年度文部省学校保健統計の年齢別,性別による)を S.D.により算出し,各時点(透析導入時,

最終FOLLOW時)の身長の遅れ,各期間(発病から透析導入,透析導入から最終FOLLOW)の身長

の遅れ,そして発病から透析導入までの遅れ/年,透析導入から最終 FOLLOW までの遅れ/年

を連続量変数として解析した。なお,発病時の正確な身長は今回は得られなかったので,発

病時の身長の遅れは±OSD と仮定した。 

 性差(p＜0.05)がみられた連続量は「RPGN の発病年齢」と「その他の腎炎の発病年齢」

であり,いずれも女子の方が男子に比べ 2歳程度発病年齢が低かった。 


